









































































































































と分類したうえで、晩清小説の新たなジャンルの出現に日本が与えた影響から検討し始め、外交探偵小説・虚無党小説・戦争小説・科学小説・冒険小説・政治小説・言情小説などにわたって、それぞれについて日本語底本を考証し 翻訳過程に発生した微妙な変容や日中近代文学の相違などについて 全面的かつ深層的に論証している︒本書は一八九八年から一九一一年までの短い期間 おける日本語小説の翻訳を体系的にまとめ、さらに詳しく深く考察したものであると言える︒　
清朝末期から民国初期にかけて、中国が日本から受け入れた小
説には、日本人が創作した作品と日本人が翻訳・翻案した西洋の作品の二種があるにも拘らず、学界で その区別を曖昧なままにして「日本小説」という用語を一般的に使用し きた︒これ 対して李艶麗は、 「日本小説」に替えて「日語小説
（即ち日本語小説）
」
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